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YKKが作成した動画

なぜ、YKKはこの動画を制作したのか︖
出典︓https://www.ykk.co.jp/japanese/corporate/csr/eco_influence.html
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内容

■ウォーターセキリティとは －⽔リスク概念－
■企業が意識し始めた社会的背景
■ウォーターセキュリティへの企業の取り組み事例

 「⾃社⼯場周辺の地下⽔実態の把握」「地下⽔の流れの可視化」
「⾃社林の⽔源涵養⼒の定量化」

 ⽔⽂環境図の活⽤例
 トピック︓地中熱に関する企業ニーズ

■ステークホルダーとの連携の重要性
 ⽔循環基本法を踏まえた⾏政と企業の連携ニーズ
 地下⽔保全と活⽤における連携と協働、基礎データの重要性

■まとめ
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⽔リスクとは︖ ウォターセキュリティーとは︖

4

事業の推進・継続に影響を与える
様々な「⽔」に関するリスクのこと

気候変動

⼈⼝増加

都市化
⼯業化

産業の変化

製品の増産

排⽔量増加

洪⽔頻度
増加

渇⽔頻度
増加

取⽔量増加

⽔質悪化

⽔資源量の
減少

⽔不⾜

洪⽔による
操業停⽌

財務リスク

操業リスク

法的リスク

⾵評リスク

⽣態系への
影響

地域の⽔利⽤
への影響

⽔ストレス
増加

断⽔による
操業停⽌

⽔道料⾦の
上昇

課税や負担⾦
の増加

メディアによる
批判

住⺠による
糾弾

サプライヤーの
被災

内
部
環
境
の
変
化

外
部
環
境
の
変
化
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【リクス因⼦】 【リクスシナリオ】 【ビジネスリクス】



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. ⽔リスクへの危機感の⾼まり

出典︓世界経済フォーラム 「The Global Risks Report 2019」をもとに作成

年

インパクト

【リスクの展望 過去5年のインパクト上位5項⽬】

「Water Crisis ⽔危機」は注視すべきリスク
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⽔危機

⽔危機 ⽔危機

⽔危機

⽔危機

感染症の広がり

⼤量破壊兵器

⼤量破壊兵器

⼤量破壊兵器 ⼤量破壊兵器 ⼤量破壊兵器気候変動の緩和
や適応への失敗

気候変動の緩和
や適応への失敗

⼤規模な
⾮⾃発的移住

エネルギー価格
の変動

異常気象

気候変動の緩和
や適応への失敗

気候変動の緩和
や適応への失敗

気候変動の緩和
や適応への失敗

地域間の紛争

異常気象

異常気象⾃然災害

⾃然災害

⾃然災害

2015 2016 2017 2018 2019

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. ⽔リスクの事業へのインパクト
⽔に関わるリスク項⽬のうち、どの項⽬が事業に対して
どのようなインパクト（影響）を及ぼすのか

リスクの種別 想定される事業インパクト

⽔
量

渇⽔ ・⽣産停⽌・減少（取⽔・給⽔制限）

⽔ストレス増加
・オペレーションコストの増加
（⽔道料⾦の増加）

・渇⽔リスクの増加
洪⽔ ・⽣産停⽌・減少（浸⽔）

⽔
質 ⽔質汚染 ・オペレーションコストの増加

（⽔処理コストの増加、⽔道料⾦の増加）

規制
・⽣産停⽌・減少（取⽔・給⽔制限）
・オペレーションコストの増加
（⽔処理コストの増加、⽔道料⾦の増加）

評判 ・企業のブランド価値の低下
6
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⽔リスク対応を加速させたCDP⽔セキュリティ

企業の「⽔リスク」に対する認識や対応戦略を
評価・格付けし、投資判断材料に使うプログラム

⽔に関わるリスクは、事業所（⼯場）のオペレーション上の課
題だけではなく、周辺環境や社会に⼤きく関わるため、企業に
とって事業戦略や経営戦略にも影響する重要な課題
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機関投資家企業

質問書送付
開⽰要請

情報開⽰

署名
会員費

CDP
ｽｺｱﾘﾝｸﾞ結果
等の情報提供

環境パフォーマンス
データの開⽰を要求

データを活⽤して、
環境リスクや機会、
影響を分析

CDPのデータを活⽤
して、投資に関する
意思決定やリスク管
理に活⽤

CDP

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. CDP⽔セキュリティの質問書の構成
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質問項⽬ 主な内容
Ｗ０ 基本情報 会社の概要、報告年、通貨、バウンダリ

Ｗ１ 現状
⽔の依存度、⽔のアカウンティング（⽔のモニタリングの割合、取⽔量・排⽔量・
消費量の合 計値、⽔ストレスの⼤きい⽔域での取⽔量、リサイクル・再⽣⽔の
割合）、バリューチェーンで の協働

Ｗ２ 事業影響 報告年における⽔による事業への影響、⽔規制違反により受けた罰則

Ｗ３ ⼿順 ⽔リスクの評価⽅法の⼿順・考慮される要素

Ｗ４ リスクと機会 ⽔リスクのある施設数・内容等、⽔関連リスクと対応、⽔によりもたらされる機会

Ｗ５ 施設レベルの⽔データ 施設レベルの⽔に関するデータ

Ｗ６ ガバナンス ⽔関連⽅針、マネジメントの責任、政策への関与と整合

Ｗ７ 事業戦略 事業計画、設備投資費/操業費、シナリオ分析、ウォータープライシング

Ｗ８ ⽬標 ⽔関連⽬標と達成に向けた進捗

Ｗ９ 相関･トレードオフ関係 ⽔関連事項と他環境問題の相関性・トレードオフ

Ｗ10 検証 ⽔情報に関する外部検証

Ｗ11 承認 回答承認者の情報

出典︓CDPウォーターセキュリティーレポート2018をもとに作成



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. CDP⽔セキュリティ2018のスコアランク
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リーダシップ

マネジメント

認識

質問書の解答評価を⾏うのに⼗分
な情報を提供していない

情報開⽰

Ａ

Ａ－

Ｂ

Ｂ－

Ｃ
Ｃ－

Ｄ

Ｄ－

4％

5％

18％

26％

35％

1％

9％

0.5％

0.5％

【スコア（レベル）】 【2018年 Ａリスト】
アサヒグループホールディングス
キリンホールディングス
サントリー⾷品インターナショナル
花王
豊⽥⾃動織機
ナブテスコ
三菱電機
ＬＩＸＩＬグループ

出典︓CDPウォーターセキュリティーレポート2018をもとに作成

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. CDP質問書回答への取り組み
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CDP⽔セキュリティの対象
企業は約300社

CDPの取組みは国連の政
策として公認され、OECD
等の国際規約に組み込ま
れるなど、徐々に義務的な
意味合いが強まっている

CDPの項⽬ 対象
企業数

回答
企業数 回答率

気候変動 500社 297社 59%

⽔セキュリティ 309社 186社 60%
森林 139社 42社 30%

CDPの質問書への⽇本企業回答状況（2018）

出典︓CDPウォーターセキュリティーレポート2018をもとに作成



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. ESG投資の広がり

・雇⽤差別
・劣悪な労働環境
・環境や⽣態系破壊
・地域との関係悪化
・不透明な経営・財務情報

ESGに配慮しないような企業は、⻑期的には存続が疑問視される
ESGは財務以外の情報（⾮財務情報）であるが、投資家が重要視

出典︓環境省 環境情報開⽰基盤整備事業〜ESG対話プラットフォーム〜をもとに作成

ESG投資

E S G

このような企業に
投資しますか︖

11

財務上利益を拡⼤している企業が…

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 

⽇本国内でも、ESG投資が拡⼤

ESG投資額の拡⼤

国・地域 2014 2016 2018
ヨーロッパ $ 10,775 $ 12,040 $ 14,075  
アメリカ $   6,572 $   8,723 $ 11,995  
⽇本 $      7 $      474 $   2,180  
カナダ $      729 $   1,086 $   1,699  
オーストラリア/
ニュージーランド $      148 $      516 $      734  

Total $ 18,231 $ 22,839 $ 30,683

出典︓GSIA “Global Sustainable Investment Review,2016”
GSIA “Global Sustainable Investment Review,2018”をもとに作成 12

※2016レポート記載のAsia ex Japanをのぞく。
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© YACHIYO Engineering Co., Ltd. CDP，ESG投資の関係性

運⽤会社機関投資家

格付け機関

企 業

CSV 社会課題の解決
企業価値の向上 賛同

国連責任投資原則

ESG投資の推進

ESG

投
資

回答

質問
アンケート

投資

リターン

国
連
の
動
き

データ
分析

出典︓国連広報センターをもとに作成 13

署名

投資家への訴求

※投資家にESGを投資プロセスに組み⼊れることを提唱

CDP
Dow Jones
Sustainability
Indexs

ＧＰＩＦ など

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 

企業のウォーターセキュリティ関係するニーズ

■⼯場が利⽤している⽔の起源を知りたい
■⾃社の持続的な⽔利⽤に向けて⽔源管理をしたい
■森林保全活動による⽔資源への効果を⾒える化したい
■拠点の⽔リスクを適切に評価する⼿法を知りたい
■グルーバルツールによるリスク評価の適性を検証したい
■CDP⽔セキュリティの質問書に対応したい
■拠点の⽔リスクのランクづけと適切な⽬標設定をしたい
■サプライヤーの⽔リスクを管理したい

14
CSR・ESG投資 品質管理 経営戦略
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事例①︓⾃社⼯場周辺の地下⽔実態の把握

15

・事業所が位置する⿊部川扇
状地の⽔環境を調査･解析

・⿊部川扇状地の地下⽔環境
の⾒える化

・気候変動が⿊部川流域の⽔
環境に与える影響の定量化

・解析結果を踏まえ、地元の
⼩学⽣向けに⿊部の地下⽔
のすばらしさを伝える動画
として作成（環境学習への
貢献）

YKK株式会社

富⼭湾

富⼭平野砺波平野

氷⾒

⼩⽮部

南砺

砺波

⾼岡

射⽔

富⼭

滑川

⿂津

⿊部

⿊部川扇状地

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. ⿊部川扇状地の⽔⽂地質と地下⽔の概要

16

【⿊部川扇状地の概要】



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 地下⽔の数値シミュレーションモデル

塩⽔領域

17

Aʼ

Aʼ
⽇本海

⼩川

A 地質区分・層序 透水係数(cm/s)

新規扇状地堆積物
5m以浅 1.0×100

5m以深 1.0×10-1

泥質堆積物 1.0×10-5

新規扇状地堆積物 1.0×10-1

旧扇状地堆積物 1.5×10-2

呉羽山礫層 1.0×10-2

基盤岩類 1.0×10-7

海域（塩水領域） 1.0×10-8

３次元メッシュ

節点数 497,385 [点]

要素数 952,272 [メッシュ]

A

塩淡境界の便宜的なモデル化

・定常計算を実施
・境界条件：海域全水頭0ｍ
・海域を塩水領域として扱う
・塩水侵入領域はガイベン・ヘル
ツベルグ式で推計してモデル化

・日本海までモデル化
・標高-20mを海底湧出域扱い
・微地形データを用い地表面標高
を見直し

・地下浸透量は広域水収支解析結
果を利用

・河川伏流量は国交省調査結果か
ら推計して設定

【A－Aʻ断⾯】

利⽤コード︓３次元飽和不飽和地下⽔流動解析（Dtransu-3D）

難透⽔基盤

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 地下⽔の全⽔頭の検証結果
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1m刻み

10m
刻み

地下水面形状
を概ね再現

【想定地下⽔位】 【解析結果】
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地下⽔の流線

計算結果は深度方向の情報を有するが、地図上で
表現するため平面に投影した情報を図化している

出典 井浪祐⼆（2016）︓YKK(株)⿊部事業所の地下⽔保全と有効活⽤，環境管理､Vol.52 No.5

地下⽔解析結果︓地下⽔流れの⾒える化①

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 
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地下⽔解析結果︓地下⽔流れの⾒える化②

地下⽔の流線

富山湾

YKK



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. なぜYKKがあの動画を作成､公開したのか︕
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出典 https://www.ykk.co.jp/japanese/corporate/csr/philosophy.html

YKKの精神

地域に根付く企業として地域や環境への貢献
© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 
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味の素AGF 
・鈴⿅⼯場で利⽤している地下⽔の起源を調査
・特定した地下⽔を供給する流域での森林保全活動の実践

出典 https://www.agf.co.jp/csr/environment/forest.html

事例②︓⾃社で利⽤する地下⽔の起源調査



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 事例③︓⾃社林の⽔源涵養量の把握

23

アサヒグループホールディングス（アサヒGHD）
・広島県三次市・庄原市にある社有林

「アサヒの森」で森林保全活動を実践
・2019年2⽉に『アサヒグループ環境ビジョン

2050』を策定し、持続可能な⽔資源利
⽤を⽬指している

※15カ所 合計21.65㎞2の森を保有･管理

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 事例③︓⾃社林の⽔源涵養量の把握
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• 国内ビール⼯場で使⽤する⽔量と同量の⽔を、「アサヒの森」の⽔源涵養
量で賄う「ウォーターニュートラル」の達成を⽬標としている

• ｢アサヒの森｣における⽔源涵養機能を定量的に把握したいというニーズが
あった

• 現地調査と机上での⽔収⽀解析により涵養量を検討
• 現地調査は地元⼤学とも協働し、学術⾯での付加価値を提供

ウォーターニュートラルのイメージ



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 事例③︓⾃社林の⽔源涵養量の把握
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STEP 1 STEP 2

STEP 3

④ ⽔源涵養量

② 蒸発散量

総流出量
③ 表⾯流出量① 降⽔量

地下浸透率

STEP 4
※ 本検討では、総流出量に占める地下⽔流出成分の割合を「地下浸透率」と定義

現地調査の様⼦

現地調査結果を踏まえて
地下浸透率を設定

⽔収⽀の検討フロー

⽔収⽀の概念図

1km

1km

⽔源涵養

降⽔蒸発散

地下浸透
（⽔源涵養）

計算モデルの概要

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 
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分布する地質を考慮した⽔収⽀解析結果

事例③︓⾃社林の⽔源涵養量の把握
• 花崗岩地域と流紋岩（溶結凝灰岩）地域で地下浸透率が異なる
• ｢アサヒの森｣全域における⽔源涵養量は449 mm/yrと算定

花崗岩分布エリア

⾼⽥流紋岩類分布エリア

算定値は各地質の分布⾯積を考慮
449 mm/yr

出典︓佐藤ほか（2018）豪雪地帯に位置する森林の⽔源涵養機能定量化の試み〜「アサヒの森」を例として〜，Kansai Geo-Symposium 論⽂集2018



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 

■⼯場が利⽤している⽔の起源を知りたい
■⾃社の持続的な⽔利⽤に向けて⽔源管理をしたい
■森林保全活動による⽔資源への効果を⾒える化したい
■拠点の⽔リスクを適切に評価する⼿法を知りたい
■グルーバルツールによるリスク評価の適性を検証したい
■CDPウォーターセキュリティの質問書に対応したい
■拠点の⽔リスクのランクづけと適切な⽬標設定をしたい
■サプライヤーの⽔リスクを管理したい

これらのニーズに対応するための
⽔⽂環境図の活⽤事例を紹介

27

企業のウォーターセキュリティ関係するニーズ

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. ⽔⽂環境図の活⽤例①
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【⽔⽂環境図 No.9「富⼠⼭」】

出典
https://gbank.gsj.jp/WaterEnvironmentMap/contents/fujisan/fujisan/fujisan.htm

地下⽔位等⾼線図を⾒れば、地下⽔がど
ちらに流れているかを理解できる︕︖

専⾨知識のない「⼀般の⼈」「企業の担当
者」には理解できない!!



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 地下⽔位等⾼線図を地下⽔の流線に変換

弊社で開発した「Flow Visualizer」を適⽤

既存の地下⽔位等⾼線をSHP化

等⾼線をラスタライズ

線形を補間

流向ﾍﾞｸﾄﾙﾃﾞｰﾀ→流線

29

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 
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箱根⼭

芦ノ湖
愛鷹⼭

富⼠⼭

芦ノ湖

⼭中湖

河⼝湖

本栖湖

箱根⼭

丹沢湖

駿河湾

天守⼭地

「うちの井⼾⽔は富⼠⼭起源だと思っていた
が、どうも箱根のようだ︕」

地下⽔位等⾼線図から流線を作成､可視化することで

⇒地下⽔の流域への理解
⇒⽔源涵養林としての整備地域の選定

流線に変換するだけで、流れのイメージが伝わる



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. ⽔⽂環境図の活⽤例②
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１号井戸地下水位モニタリング結果
揚水量
１号井戸静水位
1号井戸動水位

深層地下⽔（被圧地下⽔）を利⽤している企業では、⾃
社井⼾⽔位のモニタリングをしているケースがある。
【⽬的】
・永続的な井⼾の活⽤のための健全性チェック
・競合者との井⼾⼲渉の有無確認
・競合者出現による揚⽔量の変化の監視

「⼯場周辺の地下⽔位（⽔
理ポテンシャル）の現状はど
うなっているか︖」

「もしそれが判れば、リスクの
把握・回避に役⽴つはず」 31

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 

・⾃社井⼾の測定値が周辺データと整合性しているか
・競合は存在するのか

32出典 https://gbank.gsj.jp/WaterEnvironmentMap/contents/kanto/kanto.htm

【⽔⽂環境図 No.3 「関東平野」】

⽔⽂環境図を活⽤することでリスク管理に役⽴つ
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⽔⽂環境図を活⽤することでリスク管理に役⽴つ
★⾃社井⼾
・深度200ｍ
スクリーン150〜180ｍ

・⽔頭(静⽔位)-15〜-22ｍ

33

【⽔理⽔頭深度別平⾯図 150〜200ｍ】

10㎞

・近傍に⽔理⽔頭(ポテンシャル）
の低い場所が存在

・揚⽔量が⼤きな競合が存在する
可能性

【地下⽔の⽔質組成 Stiffダイアグラム】

凡例凡例
凡例（meq/l）

陽イオン 陰イオン
・⽔質は近傍地点と類似
⇒リスク管理上、継続モニタリング

が重要

150ｍ

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 

トピック︓⽔よりマテリアルティが⾼い再エネ

34

・気候変動対策として、「⽔リスク」よりも「再⽣可能エネルギー利
⽤」の優先度が⾼い。

・⼯場では太陽光発電施設を導⼊しているが、さらなる再⽣可能
エネルギーの活⽤を考えている。

・地中熱の導⼊も視野にあるが、導⼊⽅法やコスト⾯の優位性が
分からず⾏動に移せていない。

・地中熱導⼊先の優先順位の考え⽅が分からない(適地はどこか)。



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 

地中熱の導⼊に向けた⾏政⽀援 ポテンシャルマップ

35

当社として⾏政⽀援として地中熱潜在量マップ（ポテン
シャルマップ）の作成を⾏っているものの課題もある
・規模が⼩さい⾃治体でのマップ整備の費⽤確保
・職員の専⾨知識レベル（リテラシー）
・熱応答試験(TRT)の既存データが少ない
・既存の地質・地下⽔データの収集・整理・加⼯が必要
・判り易い形でのデータ公表が不可⽋

砂礫主体層
腐植土主体層

砂主体層
粘性土主体層

基盤岩

＜凡例＞
地質区分

出典︓諏訪市ホームページ https://www.city.suwa.lg.jp/www/info/detail.jsp?id=7668
冨樫ほか（2016）「システム運⽤シミュレーションを援⽤した地域特有の地下⽔・地質環境に基づく地中熱潜在量評価」，平成28年度⽇本応⽤地質学会研究発表会講演論⽂集

地質情報の整理の例

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 地中熱の導⼊促進に向けた期待

36

・事業者が活⽤できる全国平野部で
の地中熱ポテンシャルマップまたは
マップ作成ガイドラインの整備

数は少ないものの、幾つかの⾃治体
では既に独⾃の地中熱ポテンシャル
マップが公表されているが、統⼀され
た定義や基準に基づいた整備が望
まれる

・地中熱利⽤に資する地質・地盤、地
下⽔、温度・熱に関わる情報のデー
タベース化

出典 https://www.aist.go.jp/Portals/0/fukushima/images/unit/SGHT/sght_7_500.gif

会津盆地における地中熱ポテンシャルマップ(産総研）



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 「⽔循環基本法」とは

37

【⽬的】（⽔循環基本法第１条より）

⽔循環に関する施策を総合的かつ⼀体的に推進し、もって健全な
⽔循環を維持し、⼜は回復させ、我が国の経済社会の健全な発展
及び国⺠⽣活の安定向上に寄与すること

【基本理念】（⽔循環基本法第３条より）

① ⽔は、⽔循環の過程において、地球上の⽣命を育み、国⺠⽣活
及び産業活動に重要な役割

② ⽔が国⺠共有の貴重な財産であり、公共性の⾼いもの
③ 健全な⽔循環の維持または回復のための取り組みの推進
④ 流域として総合的かつ⼀体的な管理
⑤ ⽔循環に関する国際的協調

【保全】貯留・涵養機能の維持と向上（⽔循環基本法第13条）

【利⽤】⽔の適正かつ有効な利⽤の促進等（⽔循環基本法第14条）

【管理】流域連携の推進等（⽔循環基本法第16条）

２０１４年７⽉「⽔循環基本法」施⾏

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 
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⽔管理に関する⾏政と事業者の役割と連携

国

（河川・流
域管理者）

都道府県

（地下⽔保
全団体）

市町村
（地下⽔保全
団体･地域サー
ビス提供者）

水
管
理

事業者
⺠間企業
（事業活動、環
境影響評価、

CSR）

国及び地⽅公共団体
⽔の利⽤の合理化その他⽔を適正かつ
有効に利⽤するための取組を促進する
とともに、⽔量の増減、⽔質の悪化等
⽔循環に対する影響を及ぼす⽔の利⽤
等に対する規制その他の措置を適切に
講ずるものとする。

事業者
事業活動に際しては、⽔を適正に利⽤
し、健全な⽔循環への配慮に努めると
ともに、国⼜は地⽅公共団体が実施す
る⽔循環に関する施策に協⼒する責務
を有する。



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 企業と⾏政ニーズの接点

■⾃社の⽔保全の取り組みをアピールしたい
■地域の地下⽔涵養に貢献したい
■地元の⾏政やNPOとパートナーシップを構築したい
■地域に⽔に関わる情報を発信したい 39

【企業のニーズ】

【⾏政のニーズ】
■Ａ県︓企業との連携が重要だが何をすれば良い分からない
■Ｂ県︓流域⽔循環計画が認定された中で、⽔保全に関して事

業者のアクションが起きてほしい
■Ｙ市︓⽔問題をテーマとして企業と⼀緒に研究会を⽴ち上

げ、⾏き詰まっている環境問題を解決するため企業の
環境技術を活かしたい

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 
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地下⽔保全と活⽤に向けた
ステークホルダーの連携

コンサルタント

検討結果への照査
アドバイス
共同研究

研究機関

⼤学

研究所
NPO

 ⾃治体（⽔関連⾏政）と企業の橋渡しをしながら施策を⽀援
 ⾏政と企業が協働するグッドプラクティスの実現

・地域貢献、コミュニケーション
・使⽤している⽔資源への理解
・⽔利⽤に関する⾃社管理

・地域を巻き込んだ保全活動
・⾏政域全域の⽔資源実態把握
・地域実態に即したルール制定

企業

市⺠

⾏政
関連団体



© YACHIYO Engineering Co., Ltd. 地下⽔保全と活⽤におけるデータの重要性
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■地形・地質関連
・地形データ
・ボーリングデータ
・地質図類
・地盤定数

■地下⽔関連
・井⼾情報
・井⼾の地下⽔位(モニタリング）
・湧⽔地点
・湧⽔量
・⽔質（主要イオン､汚染物質等）
・地下⽔揚⽔量
・地中温度・熱

■⽔収⽀関連
・降⽔量、⽇射量等の気象データ
・⼟地利⽤メッシュ
・流出係数
・蒸発散量の算定

地下⽔に関わる科学的な分析
地域資源としての地下⽔の偏在性の考慮

（地域･時間軸）

・マネジメント（地下⽔管理）
・ステークホルダーの合意形成
・施策の意思決定

【活⽤されるデータ類の例】

ポイント︓⾒える化（可視化）
【⽔資源量, ⽔質, 動態, 地中熱等】

【地下⽔の保全と活⽤】

統⼀的な全国の基礎データ
利便性が⾼く判り易い形の情報

© YACHIYO Engineering Co., Ltd. まとめ
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 今後特に重要となるキーワード
•気候変動

「⾦融安定理事会FSB」が、G20からの要請を受けて2015年に設置した「気候関連財
務情報開⽰タスクフォース TCFD」は、気候変動に対する企業の取り組みにかかわる情報
について、ガバナンス、戦略、リスク管理、指標・⽬標の4項⽬について、⾃社への財務的
影響のある気候関連情報を開⽰するよう勧めている。

•サプライチェーン
サプライチェーンのグローバルな広がりによって、原材料調達に関わる⽔関連リスクが企業
活動に影響を与える可能性が⾼くなる。

■ウォーターセキュリティは、CDPやESG投資などの外的な要請
⇒ 企業の経営課題の⼀つとのマインドに変化

■企業のウォーターセキュリティ関連の取り組みのニーズは多様
■⽔リスク対応、地下⽔の保全と活⽤を進めるためには、科学

的評価に資する基礎データの整備が不可⽋


